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I 研究 目 的

前回の劇遊びに続き，三歳児保育における紙芝居を通、

して，三歳児の興味と理解の特徴をとらえることを目的

とする。同時に，興味を引き、出1.-.理解を深める保育方

法についても考察する。特に今回は，同じ紙芝居を，レ

清 水玲 子

〈東京成徳短期大学〉

小林千鶴子・~釜谷育子・吉国王子
〈幼児グループYρ

に裂をつぎぬけるほEの立の木が生える。ジャッグは豆

の木を登って突の国へ行き.そこにいたおばあさん日教

えられてオニの域以;gび込み，昔奪われた金の卵を生む

にわとりをとりも¥どしてくる。母親が喜ぶのをみて，ジ

ャックは再びオニの城へ忍び込み，魔法のたてごとを持

ち出すが，たてごとが鳴り出してオニが目をさまし，追

ヨードによる語りと保育者による語りの2つの方法によ いがt:"Cくる。豆の木を官~;"，?てひ;と足早く地上に降りた
って行ない，三歳児の反応の速いを比較検討する。 ジャッ列ま，斥で豆の木を切り倒1.-.オユは空から落ち

E 方

〔材料〕

法

1)レ事{ド紙芝居4種類。く大主な大根>.くジナツ

グと豆の木>.くもじゃもじゃベーター>.くの、ソゼノレ

とグレーテル〉

2)材料選択の理由

①話の筋がわかりやすい。②ストーりーを中心にした

ものと，スト{りーの山はないが， リズムゃくり返ιを

中心にしたものと. 2通り選択した。また，②これまで

数年間の保育のなかで，子どもたちに喜ばれてきたもの

から選び出した。

3)あらすじ

く大きな大根〉

お，じいさuんが，畑早大根~作るρ 重量を蒔き芽於出，大

きくなって，おじいさんは大娘、を引き抜三うとするが抜手

けない。おばあさんを呼んで一緒に引っぱるが抜けな

い。子どもの太郎を呼び，犬のォtチを呼ぴ.猫の:ヶ在

呼び，ねずみのチュウ太を呼ん屯ガをあおせてようや〈

抜けたが，それはそれは大きな大根であった。

くジキックと豆の木〉

ジ干ヘッダ少年が;牛と取りかえだ立から，一晩のうち

て死んでしまう。

くもじゃもじゃ，ベ』ター>ら

ベーターは髪の毛はもじゃもじゃ，つめは伸び放題，

おふろもいやか、つベて入らなしえという汚ない男の子。とう

とう，ベーターのふとんや服，おもちちゃなどがベータ

ーを川やがって逃げ出す。←あわてて追いかけるベーター

を，バケツやブラシが洗yってやると追いかける。ベータ

ーは，通りのくだものやさんをひっくり返し，あひるに

笑われ，犬にほ正ιれ，公閣の柵にひっかかってしま

い，かえるにも笑われるi づかまって身体を洗われ，髪

をきちん~と刈り，つめも切っtたベーターは，みちがえる

ようにきれいになfJ世.ibi.で踊る。

くへγぜんとグレーテル>

兄のへγゼルと妹めru-YJレf立，父母の留守の聞

に，いちごパデ仁を全部食べてしまう。帰ってきた母親は

2人を息むつだ広森、しとあさlを?みに行かせる。森の奥へ

はいり，道に迷qた2).;.はお菓子の家を見つけて喜ぷ

が，持￥_~，lt)，た魔法使いねっかまってしまう。へγゼノレ

は，肥おぜて食べようと叶担に入れられ，グレーテルは

こま使いをさせられる。魔語使いにへγゼノレを食べるた

めのかまEの支度をいいつけられたグレーテルは，知恵

を働かせて魔法使いをかまどの火の中へ押し込み..2λ 
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は助かつて家に帰る。父や母は大事びする。

【対象〕

都下団地幼児グループの三歳児，のベ108名〈入閣時

月齢3歳 1カ月-3歳3カ月)， (週Z回， 3時間ずつの

保育〉

E手続き〕

a 4種類の紙芝居を，レコードの諮りで見せる方法

と， レコードを使わずに保育者がお話をLてみせる方法

ードで行ない，昼食後〈へYゼルとグレーテル〉を保育

者の諮りで行なう，という形をとる〉

C 観察は，観察者3名が 2-3名ずつの対象児の反

応、を記録し，同時にテープに録音する。

〔観察期間〕

1977年11月と1978年2月の2回

直 結 果

と 2通りの方法で行なう。 観察者S名の記録を，各回ごとに表にまとめ〈資料参

b 1回の保育のなかで，レコードによる方法と，保育 照)，分析して次の 4つの視点で整理した。

者の諮りによる方法と l回ずつ，連事種類の緩みあわせ 1. スト -9ーの展開と子どもの興味

で行なれ子どもが慣れてしまうのを考慮し，続けない 物語の展開に対する対象の反応札第 1表に示す通り

で行なう。(たとえば，午前中にく犬きな大根〉をレコ であった。

第 1表 ストーリーの展開と子どもの反応

紙 芝居 | 場面〈数字は絵の番号) I 
大 き な大根|①-@おじいさん柑甘い t

てから，大根ができるまで

@-@fョーイショヨイ νョJ

と大根をひっぱる

⑤-@fOOヲツカマエタ」と

くり返す

@，①，③ 犬，猫，ねすみの笠

場

⑮大根がようやくぬけた

反 応

。よそみをする，手で何か〈スカート，ズポγつりJいじ

る，他の子とふざけあう

。声をあわせて，すわったまま腕を出1.-，身体を前後に動

かしてひっぱるまね

。いっしょに「ツカマエタJをくり返して言う

。はしゃく1にこにこする，いっしょに「ミケヤー/J

「チュー太/J fチ~-ピー /J などと呼ぶ f犬〆J
「ネズミ」という

。うれしそうににっこりする，いすからたって「シ a ダポ

ーγ」という「ヌケチャッター」と笑う， じっとみる

ジキックと 1 @-②牛を豆ととりかえてき 10よそみをする，うしろをむし目をこする，鼻をいじる，

豆の木! たことにがっかりしたおかあ ! となりの子としゃべる，ふざける

| さんは，豆を外に捨て豆の木

が生える

@-⑤ ジャ γ クが天の闘でお |。ミおばあさん、とミオュ、ということばのとき，ちらつ

ばあさんと出会つでオニのこ | とみるが.あとはよそ見，あくび，ふざけあう

とをl蝿< 1 
①，@  オιが帰って虐て、「人|。じっとみる，息をつめる，身を縮める，緊張してみてい l

防のにおいがする」という l る，不安そうな顔をする

③~③ ジャックは宝のにわと

りを抱えて，そうっと逃げる

⑫-@  ジャックはまほうのた

てごとを持ってそうっと逃げ

るが音がじてオιが目をさま

し，追いかけてくる

⑮-@  ジキ γクが斥で豆の木

を切り，オュは落ちて死んで

しまう

。ょこ目でみる，目を手でかく vcそっとみる， fコゲィユ
という

。たてごとが鳴ったとき，下をむいてじっとする>~， rアタ
アッ」と不安そうに身を縮める，すわりなおしてみてい

る，あせったように足をばたばたさせる

。緊張して集中する， じっと身体を固くする，いっしょに

木を切るまねをする，不安そう

⑪ ジャッグとおかあさんとで|。ほっとした表情，一段寵したというようにすわり直す，

h 喜びあう 1 rよかったねJに「ウ γ」とうなずしにこっとする
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もじゃもじゃ l① 髪はも{じゃもじゃ，ベー 10 rモジキモジャJとくり返す.rベータ -Jという，ヤ

ベーター| ターという子がいましたよ | イジユモイルヨ」という

②「とこやさんにいきなさいJ 1。集中してみている，ユヤッと笑う

「やーだよ」下手を洗っτいら

っしゃいHやーだよHつめ

を切りましょうHや?でだよ」

⑤ λ ケツのおじさんが，ベー |。身をのりだす rガッシャ γJという，戸をたてて笑う，

ターをガッチャンガッチャン | 足をばだばた事ごかす

と追いかける

⑦，③おひる.大.かえるが 10rワソワりという，よくみる

塾場

⑩ 4 ーターをつるつるごしご|。手をごしごしともむ

じとみがく

@ベーターの頭をはさみでチ 10 rチョッキγ，チョッキソ」という，にっこり笑う

ョッキシ

⑫ きれいになったベーターが|。足を調子をとっで 1:-';/ドシぶみならす，のんびりとなが

みんなと腐る fドγf':lドγ|、める

ドコ…・ー〉

へYゼノレと !@ ヘシゼノレとグレーテノレがい いじっとみる，指を、くわえる，に亡にこ笑う，手で口をい

グレーテル| ちこ'パイをたベる | じる

@ >，2λで踊る |。音楽にあわせで手をたたき，足ぷみをする，にこにこし

@ いちごをさがして 2人ば森

の奥へはいっていく

⑤魔法使いの笠場

@-⑦ 魔法使いが2人をつか

まえる

③，⑥ へンゼルの太りぐあい

を，牛の骨でごまかす

⑮ グレ二テノレが魔法使いをか

まどの火の中へ押し入れる

⑫ 2人が無事に帰ったので父

母も惑v'みんなで踊る

lてし、っしょ f:う士=ぅ

。足をうごかす，緊張する， じっとみる，不安そうに眉を

ょせる

。「マホウツカイJ.不安そうな顔つき，緊張する

。じっとみている，緊張する rア，ア」という

刷
出i
 

る刊し、'v 
b』どな的ソつν

 

ポズ

る
'

み

た

に

、
B
レ

久

J

ノ

っ

そ

く

う

安

，
あ
不

'
る
け

す

ぎ

る

、f
を

ふ

み

み

と

と

為
、
平
J

つ

よ
の
じ

。
。

r ι 山町、

。いっしょに手をうつ，足ぶみをする

動物や，オユ，魔法使いなどの登場人物や食べ物に興

味を示すと同時に，ストーりーの山場とみられる部分で

は，子どもたちは緊張して集中した。また，ことばやllllJ

作，音楽の調子のよいくり返しが好まれた。しかし，ス

トーリーを展開じていく上で必要な図呆関係の説明の部内

分第 1表〈犬きな大根〉の(t-@. <ジャッグと豆の、

木〉の①~②.@-@<へγゼノレとグレーテノレ〉の⑤~

③では，よそみをしたり，ふざけあったりして集中しな

い傾向がみられた。

2.、メデ.7による違い〈レコードの語りと保育者によ

る諮りとの違い〉

2表，第3衰の通りであった。恐怖をさそう場面では，

レコードの音楽が，非常に効果的であったe り来ミ ιカル

な雰囲気についても， レコードは効果があった。また.， 

ストーり戸の展開上必要な説明については，保育者が子

どもに問いかけ，子どもの反応を見ながら諮う、てい己方

法が，子どもたちの積極的な反応をひきだした。子どむ

たちの参加については，保育者が，子どもたちが楽しめ

るように工夫して働きかけることで，紙芝居にない参加

場商が数多く作品れた。特に，第3表〈大きな大根守

くへγゼノレとグレーテル〉にみられるように食べる場面

の挿入は，子どもにたいへん喜ばれた。

メデJァによる反応の速いを a.音楽効果..-b:物に ただ.<へンゼルとグレーテノレ〉でのお菓子の家の場

語のふくらませ方の効果どいう 2点から整理す右と，第 箇ではお菓子を食べることに発展させた結果，高まつで
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果

紙芝居 場 箇 反 町、

大きな犬根 @)-③人物盈場の音楽 。レコードでは軽快な音楽に身体をゆすって楽しそうな様

子。(保育者の諮りでは笠場の音楽はない〉

③~⑨ だいこんをひっぱる 。レコードでも保育者でも，どちらもリズム感があって，

子どもたちはよくりズムにのった

ジャ vクと @ ジャックが豆の木を登る 。レコードでは調子のよい音楽がはいり，子どもたちが集

豆の木 中しやすい

①- @  ドッシγドッシγ，オ 。こわい大きな音に，子どもたちは緊張する

昌二が帰ってきて「人聞のにお 保育者の諮りでは「においがするJということばの方に

いがする」という 子どもたちが集中する

③~⑨ そうっとにわとりを抱 。レコードでは音楽がはいり，子どもたちが集中しやすい

えてにげだす

⑮ たてごとが急に鳴り出1.-. 。νコードでも，保育者の諮りでも，急に鳴り出すところ

オニが目をさます では子どもたちは緊張している

⑬~⑮ オニがジキックを追い 。レコ【ドでは，追われて急ぐ音楽に子どもたちは身動き

かけてくる をとめて緊張する

もじゃもじゃ ② ベーターがなんにでも「や 。νコードでも，保育者の諮りでも調子がよく，子どもた

ベーター ーだよJという ちが喜ぶ

②~① ベーター逃げる 。レコードでは，追いかけっこの官栄がリズムをとって，

子どもたちがリズムにのっていく

@ きれいになったベーターが 。レコードでも保育者でも，子どもたちは喜ぶ

踊る

へYゼルと @.⑫踊る 。レヨードも保育者のうたも，どちらでも子どもたちはい

グレーテル っしょにうたい，踊る

@ 綴の奥へ2人がはいってい 。レコードでは不気味な音楽が流れ，子どもたちは，何か

く 恐ろしいことが起こるのではと緊張したようす

保育者の諮りでは，ここではまだ子どもたちは緊張して

いない

@)-①にかけて 2人が魔法使
。レコード語でちはのり，緊で張そはの，は瞬極子間にどシソパノレが大きくひとつ鳴って，

につかまる 子どもた 達する

保育者の もたちの緊張はレコ戸ドほど強

くならない

効楽音第 2表

| ふくらませ方と反応

。保「これなあに ?J子「プメ IJ iタイョゥ」

保「ここで何がでたかな ?J子「メ」

保育者の諮りでは，子どもに質問をしながら説明をして

いる

。保育者はひっぱるまねをし，子どもたちがそれをまねて

動作をする

レヨ【ドでも， レヨードのかけ声にあわせて子どもたち

はひっぱる動作をする

。保「みんなひっぱるの手伝ってくれる?.Jと子どもたち

に呼びかけ，子どもたちの禽加をつよめた

物語のふくらませ方の効果

j 
第3表

紙 面

<!l-@ だいこんの種をまいて

から育つまで

場
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ジャッグと

豆の木

星他・三歳児の興味と理解

⑫おしまいの部分

①豆の木が生える

@~⑤ 突の国でおばあさんが

オーの城を教える

③ オエがねむる

⑮、ジキッグが斥で豆の木を切

る

。保「この犬根，何にして食パょうか?J
子「オデンJ.rオミソシルJ，Tつカレーライス」

保「じゃ，こうしてきどざんで」ときざ'uまねをする

「おなべで煮てvいただきます」と食べるまね，子ど

もたちはきざんヲ食べる動作を喜んでする

。保「なんの木?J乎 fマメノ木」

。保「お披，みえた ?Jうなずく子どももあり，あまり反

応のなし、子もいる

保「お城にいく? こわいから帰高?止

子「イク /Jと叫ぶ

。保「オユが眠るかち，静かに待ちましょう。しいーっJ
と指をロにあてるに 二い

子「シー γ」と指をたてる，静かになる

。保育者tl>.， rえいつえいっ」と切るまねをすると，子ど

もたちも同じ動作をする、。ヘレヨードでは，子Eもたちは

身体を聞くしてじっとみつめている ど

もじゃもじゃ I①あひる，犬のでてくる場面・|。保「だれでしょう ?J子下ヂヒルJ
v ベーター I@ おわったあと 日 !。保「みんなはきれU叶、な? 手のきたない入は ?J

へγゼルと

グレーテノレ

子下イナイJ'rバッチグナイ.J川

保下つめのがてる*.t"?J子?手をみて「ノピテナイ」

「ウナのパ.-.1". .1ムピ宗主J'[J(:ナイJ

@ 2人は菓子の家をみつける |。保「キャンデー知ってる ?J 子うなずく

保「これはなあに ?J子「アイ九グ P戸ムHクッキー」

保Tおいしそうね，なめてみよろか」と指でクリームを

とっτなめるまねをする。 ι子どもたちも，いっ~じょに

なめる動作をする町子 Tア，;l，-イJrアマタナザJ

1 レコード雪fi，'i}?梨号の名前がでてさても不安そうな;

| ょうすでみている f 

@無事n:家に帰り，みんな喜 10保「おみやげは何だづたがな 1J
んで踊る J ョ :1 子「オカシ」 仁イチゴバ主アJ

/' ;;、

第 4表発達による反応の変化

対象児 第 1 回の反応 第 2 回の反応

M， T目 よそみ， たちあがってしまう。い、関っり緊係しょに戸 。よくみて，r-いる， .fなヨ」イショJ rooヲツカマ鼻

-.' をかけたり，恐動ろ作しいし場た扇tりしない。ま ないこ タJ r ーで γり」カ ど，いっしょに大声サを，出すホ

λ" j町 i

とを話す。 でもあ 緊張じな 「豆;r， ト エタシYダグ言」」 「ソレカラ
し、 ーキユノッテ来ノレ とスト-~ーを理

、『、
解する，緊張す石， ， 

， T， y， 身うごき多い，恐ろしい場面で身を縮める
。前の場面を見ノレ，ながドら仁ソウスノレトネ， オらぅせユr，ガるt 
アノ上=イ Y ドYJと先きをい

ー 、
イカケテグルヨJ'とあせってみなに知

H. J、 くもじゃも巳ゃベーター〉手いたずらをしな 。ベーターが追いかけられていぐ部分夢中に

がらちらつと見る程度 なって見ている，いっしょに踊る，保育者の

問いかけに応じている
a ‘ 、 h、、 鼻孟，、

くへγゼノレとグレーテノレ〉集中しない、 。静かにじっとみている
‘'_:;-.:'.;i::l-
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T. H目 。みているが，あまり集中していない
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ミオニ、とか時たまご、なεに部分的に!J!中 10全体を通してよくみる 「タベルトネー，オ

L，あとはよそみ身動き>. 1 カアザνュオコラレルJなど，先きをいう

きた不安と緊張が解けてしまい，こわい魔法使いのこと

を忘れて食ベる方に集中してしまっていた。

3. 対象児の発達による違い

第 1固と第2聞では3カ月の速いがある。その防に対

象児が発達したことで変化したとみられる反応を，第4

表に示した。

第 l聞では，全体を通して集中することのなかった子

どもが， 第2回では集中してきている。 (M.T.， H 

J.， I. T など〉また，回数を舟さねたことにもよる

であろうが，第2固では，ストーリーの先の見通じがつ

いてきて期待する傾向がでてきている。しかし，くもじ

ゃもじゃベーター〉では第1回で止〈集中Lてみているマ

子どもが，第2回で集中皮が務ちることもみられる。

(T. H.) 

4 個人差による反応の速い

物語の種類やメディアの泣いによらず，反応には個人

差もみられた。ほとんどの子どもは.集中すると反応が

多くなるが，常に非常に少ない子ども1がいる。じっと見

ているが，表情の変化がほとんどない子くM.E.)，また，

バックに流れるレコードの音楽や， りズムのあることば

に特によく反応する子ども (T.H.)や，保育者の語り

にはたいへんよく反応するが，レ=ードではあまり反応

が見られない子ども (K.T.)がいた。

N 考察

1. メディアの泣い

(1) ストーリーの山へむかつて，、不安と期待を高め，

恐怖感を持たせる上で，レコードの音楽は効果的であ

る。子どもたちは，画面に恐いもの(オュや魔法使い〉

が出てこないうちに緊張しはじめ，ストーリーの中へひ

きこまれていく。子どもの興味を引き出す上で，プラス

の役割を果たしていると恩われるピ

(2) リズム感を出す上でも， レコードの音楽は効果を

おげている。 9ズミカノレなかけ声や調子のよいことばに

ついτは，保育者の語りにも， レコードと同じようにリ

ズムの工夫がなされ，子どもたぢの反応に違いはみられ

なかった。りズムは保育者の語り方の工央で，子どもの

興味を増すことのできる側面のーつであろう。しかし，

新しく人が登場するときの音楽や，追いかけっ工の伴奏

などは，保育者の諮りだけでは補えないりズム感を持

ち， レコードの効果的役割を示している。

(3) 一般に，スト -vーの展開に必要な説明部分は，

集中がおちる。しかし，保育者の諮りでは，子どもたち

に問いかけながら，子どもの反応にあわせて説明を補う

努力をして，子どもたちの理解を深めるための役割を果

たしている。レコードでも，幼児の理解の程度，特徴を

考慮しているであろうが，自の前で紙芝居を観る子ども

ι たちの反応にあわせることは性質上不可能である。この

点では.保育者が，子どもの反応をみながら諮っていく

ことは効果的であり，重要である。

ω 子どもたちの場商参加については，保育者の工夫

で， レコードではできない参加場面が数多く作られた。

これも，保育者と子どもたちが一体となって，その場で

作ってい〈共同作業であり， レコードにはない要紫であ

ろう。

(防子どもたちの興味をとらえて参加場面を作ること

はよいことであるが，スト-vーの展開をこわしてしま

う危険性もある。恐い場面へ少しずつ緊張が高まってき

ているとき子どもの好きなお菓子だからと，お菓子に注

目させ，イメージをふくらませてしまうことは，ストー

りーへひきこまれていた子どもたちを，日常的な興味へ

ひきもどしてしまい，物語を理解じていく上でマイナス

ではないだろうか。手どもを集中させること自体が目的

ではない。物語を味わう上で効果があるように留意する

必要があろう。

(6) 子どもたちの反応にも個人差があり，保育者の語

りにはよく反応するが， レコードにはあまり反応しない

子どもがいる。日常の保育においても，友だちと遊ぶよ

り，保育者にくっついて話していたがる傾向を持つ子ど

もであるが，こうした子どもには，保育者の諮り方、けの

魅力は，特別なのであろうか。また， りズミカノレ主音楽

が鳴ると，楽しそうに身体をゆする子どもにとっては，

そうした機会の多いレコードの方が好まれる傾向にあ

る。

2. 物語の展開

ω 前回の劇遊びでもみられたように，ストーリー全

-188ー



墨他:三歳児の興味と理解

体の流れに対する興味というよりも，場面ごとの部分的

な事物〈食べ物，動物，オユなど〉や事件〈追いかけら

れる，たべられてしまうなど〉への興味が中心になって

いる。しかし，第2聞には，先きへの見通しをある程度

持ち，期待してみるように変化してきており，この時期

の理解カの発達のめざましさを感じさせhれる。

加 ことばやかけ声のくり返しについては子どもたち

の興味が集中1.-.これらの要紫が三歳児にとって大きい

ことを知らされた。しかし，第2回目では，第 1回目か

ら全体に集中していた子どもが，ストーリー性の弱い物

語のくり返しやことばのおもしろさに反応しなくなった

例もみられ，スト -yーを楽しむ理解のカができて〈る

と， くり返しなどへの興味が逆に減じることが考えられ

る。

(8) 展開上必要な因果関係の説明などについては，あ

まり興味を示さなかった。これはこの時期の子どもたち

が，ストーり[全体の因果関係を理解するカをまだ持た

ず， したがって関心ももたないのであろう。

V 結 ぴ

我々の観察した三歳児においては，前回の劇遊びでも

みられたように，興味の持ち方は直接的であり，物語全

体を理解するカは持たない。しかし，同じ紙芝居でも，

〔記録例〕

ジ+ックと豆の木 11月25日〈レコ戸ド)12: 45-55 

ストーりーにひき込む音楽やPズムをエ央1.-.さらに反

応をとらえながら説明を加えたり場面容加を促すこと

で，充分物語全体を楽しむことができるのではないだろ

うか。メディアの違いは，どちらかの優位性を決定する

ものではな<. どのような嬰繋が効果的であるかを検討

するのに役立つた。紙芝居に限らず，絵本，テレピ，お

話など，子どもに与える際に以上の分析を生かしていき

たし、。
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